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振り返り：今回の企画概要

学生が主体となって開発したWSを 横浜市内のクラブ活動・学童で開催する
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前々回の振り返り：ワークショップ設計のレクチャー



前々回の宿題：進行表とスライド（骨子）の作成

宿題

これから3チームに分かれて進みます。

（4～5名で1チーム）

各チームごとにワークショップの

プログラムデザインを実施してください。

6/7 に「進行表」と「スライド（骨子）」を

発表していただきます。



前回の振り返り：インタビュー実施

横浜市の小学校の先生へインタビュー



本日の目的

#1 キックオフ（4/26）

• プロジェクトの目的

• 体制・役割の説明

• スケジュールの説明

• MESHの体験（ミニWS）
• WSテーマを考えるための
ディスカッション

#3 WS設計（5/24）

• WS設計についてレク
チャー

#2 WSテーマ（5/17）

• 個人/グループでWSテー
マ持ち寄り発表

• WSテーマ設定に向けて
ディスカッション～確
定

【課題】
WSテーマの
アイデア出し

#4 WS資料（6/7）

• WS設計の仮決め

• 各種資料の検討

• 進行表

• スライド

• ワークシート

【課題】
WSの設計

#5 トライアル（6/21）

• トライアルWS
• 設計・資料の見直し

• 本番に向け確認

【課題】
WS設計の
ブラッシュ
アップ

#6 予備（6/28)

• 各種資料の確定

【課題】
各種資料の
修正～確定

※ 打ち合わせは5限（17:10-18:50）を予定しています。

TODAY’s GOAL：
各チームのプログラムデザインレビュー
WSテーマタイトルの決定



アイスブレイク：声を使わないワーク

１

鏡あわせ

２

形をつくって
パス



チームで考えてきたWSを共有しよう



チームで考えてきたWS

進行表 スライド（骨子）



当日のWSについて

学生が主体となって開発したWSを 横浜市内のクラブ活動・学童で開催する
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共有×3チーム

考えてきたWSを共有しよう

10分 発表
7分 質問・フィードバック

• WSのコンセプト
• WSテーマタイトル
• WS概要
• WSの具体的な進行とスライド共有
• お悩みポイント



聞くときのポイント



共有×3チーム

考えてきたWSを共有しよう

10分 発表
7分 質問・フィードバック

• WSのコンセプト
• WSテーマタイトル
• WS概要
• WSの具体的な進行とスライド共有
• お悩みポイント



WSテーマタイトルの決定



フライヤー

学校から子どもたちに配る予定
配布方法
１．横浜市から各学校にPDF送付
２．各学校で印刷し、子どもたちにお渡し
（その他、子ども食堂など）

ターゲットは「子どもと保護者」

本日、赤枠のタイトルを決めます。



良いワークショップタイトルとは？

タイトルから１と２がイメージできるかが大事

考えてなんか楽しそうって思えたり、自分もやってみたいと思えたりする
自分との接点を感じられるタイトル

１）どんな人が？ ２）何を得られる？

３）どうやって？
（タイトルを考えるときの追加情報）



WSテーマの決定



WSテーマ軸の決定

「物語の世界を創り出そう！」

「遊びの天才になろう！MESHで広がる可能性と創造力」

「MESHで遊びの世界を広げよう！！」



WSテーマ軸の決定

「物語の世界を創り出そう！」（物語は外したい）
「遊びの天才になろう！MESHで広がる可能性と創造力」

「MESHで遊びの世界を広げよう！！」（プログラミングを入れたい）

「画面の外へ飛び出そう！工作×プログラミングワークショップ」

「遊びの天才になろう！工作×プログラミングワークショップ」← 決定！
「遊びの世界を広げよう！工作×プログラミングワークショップ」

「画面の外へ飛び出そう！プログラミングで遊びの天才に」
つなげてつくるプログラミング

指でつなげて、指一本で



フライヤー

学校から子どもたちに配る予定
配布方法
１．横浜市から各学校にPDF送付
２．各学校で印刷し、子どもたちにお渡し
（その他、子ども食堂など）

ターゲットは「子どもと保護者」

本日、赤枠のタイトルを決めます。

遊びの天才になろう！
工作×プログラミング

ワークショップ



6/21までの宿題

宿題

決まったWSタイトルをもとにして、

各チームごとにワークショップのプログラムデザインを

ブラッシュアップしてきてください。

6/21 には実際にWSを実施していただきます。

この時は、作業時間は飛ばして、スライドを投影しながら

本番のようにファシリテーションをしていただきます。



次回ワークショップまでに特に考えてほしいこと

• ワークショップで特に大事なポイントのトライ

• 役割分担
• メインファシリテーター

• サブファシリテーター

• タイムキーパー

• 道具



参考：ワークショップ時の注意点

• イラストなどを使う場合は、著作権や商標権に気をつけよう

• フリーの素材集

• https://loosedrawing.com/

• https://unsplash.com/ja

• https://soco-st.com/

https://loosedrawing.com/
https://unsplash.com/ja
https://soco-st.com/

	横浜市×神奈川大学の共創による�児童向けデジタル技術活用ワークショップ�制作プロジェクト
	参考：検討メンバー
	振り返り：今回の企画概要
	前々回の振り返り：ワークショップ設計のレクチャー
	前々回の宿題：進行表とスライド（骨子）の作成
	前回の振り返り：インタビュー実施
	本日の目的
	アイスブレイク：声を使わないワーク
	スライド番号 9
	チームで考えてきたWS
	当日のWSについて
	共有×3チーム
	聞くときのポイント
	共有×3チーム
	スライド番号 16
	フライヤー
	良いワークショップタイトルとは？
	スライド番号 19
	WSテーマ軸の決定
	WSテーマ軸の決定
	フライヤー
	6/21までの宿題
	次回ワークショップまでに特に考えてほしいこと
	参考：ワークショップ時の注意点

